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「みんなちがってみんないい」　豊殿小学校 六年  髙
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Humanとは、「人間の」とか「人間的」と訳されます。
一人ひとりの人権を大切にする明るい上田市であることを願い、
名付けられました。

ヒューマン上田とは…

いのち・愛、そして絆を大切にするまちづくり

上田市人権啓発推進委員会
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「男だから」「女だから」ではなく
「私だから」と思える社会へ

特集 ～身近にあるジェンダーギャップ～

ジェンダーギャップとは　男女の違いによって生じる格差のことをいいます

日本のジェンダーギャップ指数の最新順位は…
（世界経済フォーラム　グローバル・ジェンダーギャップ報告書　2025年）

　「ジェンダーギャップ指数」は、経済・教育・健康・政治の分野で、世界各国の男女格差を
評価し、数値化した指標です。日本は、教育と健康の分野で水準が高い一方、経済と政治の
分野では格差が大きいと評価されています。

118位 つまり日本は男女間の格差が
大きいのです

148か国中

　一般労働者の性別賃金は、男性が363万円、女性が275万円で、
88万円の差があります。
　男性は年齢階層が高くなるにつれて賃金が上昇しますが、女性は
男性に比べ賃金の上昇が緩やかな傾向にあります。

（令和6年賃金構造基本統計調査　厚生労働省）

女性割合は国会20.5%　地方議会で17.8%
首長では都道府県知事4.3%　市区町村長3.7%

（女性活躍・男女共同参画の現状と課題　令和8年1月　内閣府男女共同参画局）
（地方公共団体の議会の議員及び長の所属党派別人員調等　令和6年12月31日現在　総務省）

男女の賃金格差はとても大きい男女の賃金格差はとても大きい

女性議員などの割合がとても低い女性議員などの割合がとても低い

経済分野

政治分野

経済分野と政治分野で
なぜこんなに格差があるのでしょうか？
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　このように、家事・育児・介護などを女性が
主に担っている現状は、仕事と家庭の両立を難
しくしています。その結果、責任ある仕事や管
理職への進出を控える人、あるいは非正規雇
用・短時間勤務を選択する人が多い状況にあり、
女性の活躍を制限し、生涯賃金の格差を拡大さ
せる要因の一つとなっています。

格差が生まれるひとつの理由として格差が生まれるひとつの理由として家事の分担時間家事の分担時間を見てみましょうを見てみましょう

家事関連（家事、介護・看護、育児、買い物）

（令和3年社会生活基本調査　総務省統計局）

3時間24分女性 51分男性

□  1	 共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先したほうがよいと思う
□  2	 男性なら残業や休日出勤をするのは当たり前だと思う
□  3	 家事・育児は女性がするべきだと思う
□  4	 男性は仕事をして家計を支えるべきだと思う
□  5	「主人」「奥さん」という言葉に特に抵抗は感じない
□  6	 組織のリーダーは男性の方が向いていると思う
□  7	 学校の保護者欄には、父親の名前を書くのが普通だと思う
□  8	 お祭りでは女性が裏方で食事やお酒の準備などをしたほうがよいと思う
□  9	 自治会や町内会の重要な役割は男性が担うほうがよいと思う
□ 10	男性社員が女性社員を「ちゃん」づけで呼んでも違和感を感じない

ジェンダーの思い込みをチェックしてみよう
（思い当たる項目に を）

当たり前だと思っていたものの中に、
ジェンダーギャップを生み出す原因があるのでは?

自分がより自分らしく輝いて暮らせるまちづくりのために

 結果はいかがでしたか？チェックにより気づいたことから

 身近な体験や自分自身の言動を振り返りましょう

◆自分自身が当たり前だと思っていたことに疑問を感じたら、それを話題にしま
しょう。

◆「男だから」「女だから」と性別で役割を決めつけず、お互いの得意なことや関心
のあること、やりたいことを尊重しましょう。 

◆性別による不平等や差別的な言動を見聞きしたら、勇気をもって「おかしい」
「ちがう」等と伝えましょう。

（参考資料：令和3年度性別による無意識の思い込みに関する調査研究　内閣府男女共同参画局
　　　 　　男女共同参画社会に関する世論調査（令和6年9月調査）　　 内閣府男女共同参画局）
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上田市人権啓発推進委員会 令和７年度の活動紹介上田市人権啓発推進委員会 令和７年度の活動紹介上田市人権啓発推進委員会上田市人権啓発推進委員会  令和７年度の活動紹介令和７年度の活動紹介
　上田市人権啓発推進委員会は、各団体の代表や自主的に入会した約90名の市民で構成されています。
　当委員会では、お互いの人権を尊重し、あらゆる差別をなくそうと学習や市民への啓発活動を行っています。
　より多くの皆様に当委員会を知って参加していただきたく、この１年間の主な活動をご紹介します。

いのち・愛、そして絆を大切にするまちづくりいのち・愛、そして絆を大切にするまちづくり

上田市人権啓発推進委員会  会長  和田　茂一
　昨年５月より、土屋彰会長の後任とし
て上田市人権啓発推進委員会の会長を務
めております和田茂一です。日頃は本会の
活動にご支援を賜り、心より感謝申し上
げます。

　本年度は、委員研修として長野県人権啓発センターを
訪問し、人権について考える契機としました。また、「人
権を考える市民のつどい」「人権啓発担当者研修会」「うえ
だ人権フェスティバル」の開催や街頭啓発活動などを通
じ、人権問題にどう向き合い一歩を踏み出すかを模索し
てきました。
　日々の新聞にはさまざまな人権問題が取り上げられて
います。その中でも、去年の信濃毎日新聞の特集「とも
にあたらしく ジェンダー 地域から」は、ジェンダーを多
面的に深掘りしています。今もなお社会に残る、当然と

される男女の役割分担や性差別、人権侵害についての記
事は、私の胸に鋭く突き刺さりました。
　私自身、記事を読んで自分の言動を振り返り、何度も
恥ずかしくなりました。さらに、女性が生きづらさを感
じている現実に気づき、変わっていない自分自身に強い
憤りを覚えました。妻に「あなたは、人権に関わる仕事
をしているんでしょう？！　だったら　なぜ・・・・？」
と言われることがあります。考えて活動しているつもり
の自分に、時々振り返ってみることを心したいと思いま
す。
　皆さんも、日常にある偏見や差別について気づき、当
たり前だと思っていたことに立ち止まってみませんか。
そして、どのような考え方や行動が豊かな共生社会へつ
ながるか、一緒に考えてみましょう。まずはスモールス
テップから。

令和７年７月11日委員研修
　千曲市の長野県人権啓発センターで、「部落差別問題
を考える」と題して、講師の石川勝彦さんのお話をお聞
きしました。
　講師の方は、「『ヒューマン上田』を毎年楽しみにして
います。」とお話され、いくつかの記事の感想もいただき
ました。
　私たちは江戸時代の身分制度として「士農工商」を学び
ました。しかし、近年の歴史研究によるとそうした身分
階層で江戸時代は説明できないとされ、現在の小学校や
中学校の教科書では、階層的な意味合いでの「士農工商」
という表現は使われていないそうです。
　講話の中で、差別の反対は何だと思いますかと質問が

ありました。「平
和」「平等」と答え
ますが、なかなか
正解には至りませ
ん。正解は「尊敬」
でした。
　相手を尊敬し、
尊重する気持ちを
表す言葉を敬意と
いうそうです。敬
意を表すために自
分でできそうなことは何かなと考えました。やはり、人
の話を聞くことだと感じました。途中で自分の意見をは
さむことなく、まず相手の話をよく聞くことを心掛けた
いと思いました。

ンになったきっかけや仕事について話されました。どの
戦場でもレンズの前には子どもたちの悲しみがあったと
いう、その場の状況が目に浮かぶような語りで、伝える
ことの意義について語ってくださいました。
　頭部を銃で撃たれたパキスタンの女の子マララ・ユサ
フザイさんが、のちに国連でメッセージとして語った、

「一冊の本と一本のペンが子どもたちの環境を変える」
「学ぶこと、教育が世界平和の第一歩」という言葉の紹介
がありました。渡部さんが日本の子どもたちの状況を写
真で現地へ届けると約束したことや、戦場の現場を伝え
ることが彼の使命となっていることを実感し、胸が熱く
なる思いをさせられた講演会でした。
　また、「市民へのアピール」
では、長野大学ノートテイク
サークルこだまの学生から、
聴覚障がいのある方への支援
の活動内容や今後について発
表されました。UDトークと
いうアプリを使った自動翻訳
を活用した支援が紹介されま
した。若者の今後に期待した
いと思います。

　第20回人権を考える市民のつ
どいは、上田市誕生20周年記念
事業と冠して実施されました。
　講演会は、戦場カメラマン・
フォトジャーナリストとして国
内外に知られている渡部陽一さ
んを講師としてお迎えし、「戦場
からのメッセージをあなたに～
ファインダー越しに見た命の現
場～」と題してご講演いただきま
した。冒頭には映像で、アフガ
ニスタン・カンダハールからの
実況、銃をとらねばならない青

年の苦悩、戦死した人の埋葬された土地、泣き崩れる家
族、それを乗り越えた笑顔、子どもの何気ない笑顔など
が紹介され、渡部さんが登場されました。
　身振り手振りを交えた独特の語り口で、戦場カメラマ

令和７年10月８日

上田市誕生20周年記念事業
第20回人権を考える市民のつどい
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　この日は、人権擁護委員の皆さんといっしょに呼びか
けました。また、市内の他の地区でも街頭啓発活動を行
いました。

いと思っている。」との意見がありました。
　助言者のお話からも学ぶことがあり、人権のことを考
える良い機会になりました。

　お互いの人権を尊重し、安心して暮らせるまちを目指
すため、市内の社会教育関係団体等の方々が出席し、研
修会を行いました。
　「想う　つながる　一歩ふみだす」をテーマに、「子ど
もの人権」「同和問題」「障がい者の人権」についてのDVD
を視聴し、その後６つの分散会で話し合いました。
　分散会では、さまざまな世代の方がグループになり、
DVDの内容について意見交換をしました。グループ発
表で、「発達障がいは、親が勉強することでその子の見
方が変わるのではないか。」「若い人は同和問題がもう無

令和７年11月22日
人権啓発担当者研修会

令和７年12月４日
人権週間～街頭啓発～

　本格的な冬の訪れを告げるかのような初雪を踏みなが
ら、人権週間に合わせ、上田駅前で街頭啓発活動が行わ
れました。
　「今日から人権週間です。」「人権を大切にしましょう。」
などと声をかけながら、人権週間を呼びかけるチラシと
一緒に、ここ数年同様カイロを啓発物品として配布しま
した。寒い朝だっただけに、「カイロです。」とひと言添
えるとにこやかになられる方も多く、カイロは体だけで
なく、こころもあたためてくれるのではないかと思いな
がら配布しました。

令和７年12月３日〜令和８年１月７日
人権作品審査 　公共施設に展示されている人権作品（標語・ポスター）

に足を止めてご覧になってください。何か心に響いてく
るものがきっとあるはずです。
　入選作品は、
上田市のこれか
らの人権啓発に
活用させていた
だきます。
　応募していた
だきましたすべ
ての皆様に心よ
り感謝申し上げ
ます。

　今年は幼稚園、保育園、小学校、中学校、高等学校、
一般の皆様から厳選された人権作品1078点の応募があ
りました。審査では、決戦投票の対象となる作品もいく
つかあり、どれも力作ばかりでした。
　作文・詩・短歌・標語・ポスターいずれもその学年ら
しい感性が生かされており、色使いなどさまざまな工夫
がされていました。
　多くの作品は、人権を他人事としてとらえるものでは
なく、自分自身のこととしてとらえており、人権教育の
重要性を感じられました。

に効果的だという話はとても参考になりました。また、
人権は私たち一人ひとりが大切に守り続けていかないと
すぐなくなってしまうものであるということを学びまし
た。人権を尊重するということは、具体的には目の前の
人の「意思」を尊重するということであり、指図や命令を
しないで認知症の人の意思を引き出す工夫を講師自身の
介護体験を通じて語っていただき、大変説得力のあるお
話でした。
　ユーモアを交
えた講演に、会
場からは何度も
笑い声が上がり
ました。参加者
からは「楽しく
自分のこととし
て考えることが
できました。」と
いう感想もいた
だきました。

　今年は上野が丘公民館を会場に開催されました。
　人権作品の表彰式では、市民の皆さんから寄せられた
人権に関する作文・ポスター・詩・標語の中から最優秀
賞の表彰と作品発表が行われました。人権の大切さを伝
える工夫が盛り込まれた作品の発表には、大きな拍手が
集まりました。
　人権講演会では、「認知症になった波平～高齢者の人
権について考える～」と題して、渡辺哲雄さん（日本福祉
大学中央福祉専門学校特別顧問）にご講演いただきまし
た。
　誰もが知っている「サザエさんの磯野家」で高齢になり
変化に乏しい生活を送り認知症になっていく波平さんを
想定し、高齢者への関わり方を考えるお話をいただきま
した。
　生き生きと感情を動かして生きることが認知症の予防

令和８年２月21日

上田市誕生20周年記念事業
うえだ人権フェスティバル
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　上田市人権啓発推進委員会では、多くの方々に人権尊重への理解
を深めていただくため、毎年、上田市教育委員会とともに人権啓発
作品（作文・詩・短歌・標語・ポスター）を募集しています。
　今年度も小中学生を始め、たくさんの方々に応募していただきま
した。その中から最優秀賞に選ばれた作品の一部を紹介します。

▲うえだ人権フェスティバルで表彰式が行われました。
  （令和8年2月21日）
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き
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

好
き
な
気
持
ち
を
ご
ま
か
さ
ず
に
、
相
手
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

五
年
生
に
な
り
、
女
子
の
グ
ル
ー
プ
内
で
、

自
分
が
好
き
で
応
え
ん
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

や
人
物
名
を
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み

ん
な
は
若
い
ア
イ
ド
ル
や
Ｋ
ポ
ッ
プ
の
グ

ル
ー
プ
名
を
挙
げ
ま
し
た
。
私
は
、
金
色
の

派
手
な
服
を
着
て
歌
っ
て
お
ど
る
壮
年
の
俳

優
の
名
前
を
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

　
「
普
通
じ
ゃ
な
い
よ
。
変
わ
っ
て
い
る
ね
。」

と
言
う
友
達
も
い
ま
し
た
。
き
っ
と
、
四
年

生
ま
で
の
私
だ
っ
た
ら
何
も
言
い
返
す
こ
と

も
で
き
ず
に
、
話
す
こ
と
を
や
め
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
で
す
が
、
五
年
生
の
私
は
違
い

ま
す
。
一
年
前
の
経
験
が
、
私
を
変
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
「
私
は
こ
の
人
が
好
き
だ
よ
。
だ
っ
て
見
て

い
る
と
元
気
が
出
る
か
ら
。
お
す
す
め
だ
よ
。」

と
、
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

相
手
に
自
分
の
気
持
ち
を
伝
え
て
、
否
定

さ
れ
た
り
、
ひ
や
か
さ
れ
た
り
し
て
き
ず
つ

い
て
い
る
人
を
見
た
ら
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

せ
ず
に
は
げ
ま
し
の
言
葉
を
か
け
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
私
自
身
も
あ
ん
い
に
人
の
好
み
を

否
定
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
言
葉

に
せ
き
任
を
も
っ
て
す
ご
し
て
い
き
た
い
で

す
。
相
手
の
好
み
と
自
分
の
好
み
は
違
っ
て

当
た
り
前
で
あ
り
、
た
が
い
の
気
持
ち
を
そ

ん
重
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

自
分
と
向
き
合
う

東
小
学
校　
五
年　

田た

中な
か
理り

香か

子こ

人権作品 最優秀賞人権作品 最優秀賞人権作品 最優秀賞人権作品 最優秀賞令和７年度令和７年度
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標
語
の
部

ま
た
あ
そ
ぼ　

す
ご
く
う
れ
し
い　

あ
り
が
と
う

丸
子
中
央
小
学
校 

一
年　

青あ
お
木き　
優ゆ
う
斗と

や
さ
し
さ
は　

し
て
も
さ
れ
て
も　

う
れ
し
い
な

東
小
学
校  

二
年　

正し
ょ
う
む
ら
れ
ん
た
ろ
う

村
廉
汰
朗

見
つ
け
よ
う　

わ
る
い
と
こ
よ
り　

い
い
と
こ
ろ

清
明
小
学
校  

三
年　

沢さ
わ
や
な
ぎ柳　
来く
る
実み

友
達
に　

や
さ
し
い
心　

プ
レ
ゼ
ン
ト

南
小
学
校  

四
年　

的ま
と
場ば　
奏か
な
多た

押
し
付
け
な
い　

じ
ぶ
ん
の
お
も
う　

あ
た
り
ま
え

西
小
学
校  

五
年　

堀ほ
り
こ
し越　
美み

桜お

「
ど
う
し
た
の
？
」　

だ
れ
か
が
じ
ゃ
な
く
て　

ぼ
く
が
言
う　

本
原
小
学
校  
六
年　

中な
か
む
ら村
美み

紗さ

希き

見
捨
て
た
の
？　

見
て
見
ぬ
ふ
り
も　

い
じ
め
だ
よ

塩
田
中
学
校 

一
年　

土つ
ち
屋や　
明あ
か
凛り

言
う
前
に　

気
づ
け
言
葉
の　

赤
信
号

第
三
中
学
校  

二
年　

古ふ
る
さ
わ澤　
あ
き

「
ふ
つ
う
」
は
ね　

人
の
数
だ
け　

あ
っ
て
い
い

第
二
中
学
校  

三
年　

平ひ
ら
田た　
汐き
よ
ら蘭

多
様
性　

人
の
思
い
は　

無
限
大　

認
め
合
え
れ
ば　

新
未
来　

上
田
染
谷
丘
高
等
学
校 

一
年　

上う
え
は
ら原　
　
匠た
く
み

ち
が
い
こ
そ　

認
め
合
え
ば　

力
な
り

シ
ナ
ノ
ケ
ン
シ
株
式
会
社　

森も
り　
　
康こ
う
へ
い平

詩
の
部  

最
優
秀
賞  

受
賞
者

と
も
だ
ち
っ
て　
い
い
な

南
小
学
校  

一
年　

高た
か
は
し橋　
寿じ
ゅ
希き

ぼ
く
の
箱
の
中
に
入
っ
て
る
物

南
小
学
校  

四
年　

田た
な
べ辺　
　
翔し
ょ
う

親
友
は
や
め
ら
れ
な
い

川
西
小
学
校  

五
年　

村む
ら
田た　
ひ
な

本
当
の
貴
方
が
見
た
い

南
小
学
校  

六
年　

上う
え
野の　
芹せ
り
愛あ

友
だ
ち
と
ケ
ン
カ
し
た

今
ま
で『
親
友
』だ
と
思
っ
て
い
た
の
に

「
も
う
親
友
を
や
め
る
」

二
人
で
言
い
合
っ
た

家
に
帰
っ
て　
お
母
さ
ん
に
話
し
た

「
親
友
は
や
め
ら
れ
な
い
ん
だ
よ
」

お
母
さ
ん
は
言
っ
た

ホ
ン
ト
か
な
？　
と
私
は
思
っ
た

次
の
日
、
な
ん
と
な
く
一
緒
に
い
た
ら

い
つ
の
ま
に
か
仲
直
り
し
て
い
た

二
人
と
も

「
ご
め
ん
ね
」

を
言
わ
な
か
っ
た
の
に

『
親
友
は
や
め
ら
れ
な
い
』

本
当
だ
っ
た

親
友
は
や
め
ら
れ
な
い

川
西
小
学
校  

五
年　

村む
ら
田た　
ひ
な

詩
の
部
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付和雷同 自分の意見を 主張しませんか？
東小学校 六年　江

え
尻
じり

　琴
こ

春
はる

ポ ス タ ー の 部

上田市人権啓発推進委員会への
ご意見、入会申込み（年会費500円）は事務局まで

《事務局》 上田市教育委員会  生涯学習・文化財課
　　　    TEL.23-5197

こころを 一つに
武石小学校 一年　宮

みやはら
原　朋

とも
希
き

あなたは 言葉を どう使う？
第四中学校 二年　滝

たきざわ
沢　花

はな

言ってみようきみの「意見」
みんなで聞こうその「いけん」

東小学校 五年　滝
たきざわ

澤　憲
けん

人
と

自由の翼を 広げよう
塩田中学校 二年　依

よ
田
だ

　涼
すず

葉
は

人は1人1人 生きているから大切に
中塩田小学校 四年　上

かみむら
村　羽

は
菜
な

手を取りあい よりよい社会を作ろう
第五中学校 一年　窪

くぼ
田
た

　稜
りょうと

大

みんな ともだち
東塩田小学校 二年　峯

みねむら
村　幸

こう

＊表紙について＊
　令和７年度の人権作品ポスターの
部において最優秀賞に選ばれた作品
です。
　カラフルな色づかいがみんなの気
持ちを明るくしてくれる作品です。
上田市人権啓発推進委員会では、市
民の皆様お一人おひとりの個性が輝
き、笑顔があふれる住みやすい上田
市になるよう、心を一つにして人権
啓発に取り組んでいきます。


